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                   要 旨

 本研究の目的は、主観的疲労度、血漿CK活性値、 POMSテストなどの指標を用いて、大学レ

スリング部男子の合宿期でのコンディションや、試合調整期に行われたコンディショニングを評価

することである。被験者は、本学レスリング部男子11名(年齢:18. 7±0. 9歳，身長:172. 0±5. 5cm，

体重:72. 2±13. 2kg)であり、調査は、合宿期、通常期および試合調整期に分けて3回行った。

 血漿CK活性値は、すべての期間において基準値よりも高値を示し、特に合宿期は他の期間と

比較して有意に高値を示した。血漿CK活性値を1年生(nニ6)と2・3年生(n＝5)に分けて

比較すると、1年生は、合宿期の血漿CK活性値が他の期間と比較して有意に高値を示したのに対

し、2・3年生は、3つの期間の間に有意差は認められなかった。このことから、合宿期において

血漿CK活性値が有意に高値を示したのは、1年生の血漿CK活性値の上昇によるものであると考

えられた。一方、試合調整期での血漿CK活性値は、基準値上限の約1. 6倍の値を示し、依然身体

的な疲労が蓄積されていることを示唆するものであった。

 POMSプロフィルは、各期間通して顕著な差は認められず、いずれの期間においても「活動」

因子だけが理想状態より大きく低値を示す傾向であった。このことから、各期間を通して活動性

(活発性、行動力、向上心、やる気血)が低い傾向にあることが示唆された。

 これらの結果から、レスリング部員は慢性的な疲労状態にあることが明らかとなった。したがっ

て、すべての期間においてトレーニングプログラムを再検討する必要性があることが示唆された。

1. 緒言

多くの競技スポーツ選手が日々激しいトレー

ニングを行っているが、これは試合などにおい

て好成績を収あることを目的としているからに

他ならない。したがって、競技スポーツ選手に

とって、怪我などによるトレーニングの停止

や、試合時におけるコンディションの不良は、

その目的の達成を阻害する要因であるため、こ
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れらの発生を未然に防ぐことは非常に重要なこ

とである。そのためには、コンディションを

しっかりと把握し、それを管理または調節する

こと、すなわち、適切なコンディショニングを

実施することが必要となってくる。

 コンディショニングの内容には、「ピーキン

グ」、「怪我への対処」および「減量」などが挙

げられる。ピーキングとは、試合などにおいて

心身のコンディションを最高に高めることであ

り、一般的にreduced training(ある一定の期

間にわたってトレーニングの量もしくは質を落

として行うこと)が行われている2)。怪我への

対処とは、合宿や普段のトレーニングによる疲

労が招く怪我などを予防あるいは治療すること

であり、予防には、直接的な作用としてウォー

ミングアップ、クーリングダウンおよびスト

レッチングなどが行われ、間接的にはweight

trainingなどが行われている。治療には、医

療と並行してdetraining(トレーニングを中

止し、休養を取ること)が一般的である。そし

て、減量とは、階級別競技などのルールに従

い、自分の階級体重まで体重を減じることであ

り、適切な栄養の摂取、身体の組織液や水分の

調節、およびトレーニング、サウナ(風呂)な

どによる新陳代謝の活性などによって行われて

いる。また、この減量は、平素保持している筋

力、スピードおよび持久力などの能力を可能な

限り維持、あるいは、さらに向上させながら体

重を減じていくことが理想であり、身体諸機能

に障害を与えないように行うことが重要であ

る。なお、これらの内容は、いずれも指導者や

選手の経験などから主観的に行われているケー

スが多い。

 最近では、医科学的および心理学的にコ

ンディションを分析し、合宿期3・7・10・11)や、試

合調整期1・14・15・23・26～30)におけるコンディショ

ンを客観的に把握する試みがなされてい
る5・12・31)。これまでに三宅ら21)は、陸上競技選

手を対象に、合宿期および試合調整期における

コンディションを、血漿クレアチンキナ心墨

(Creatine Kinase;CK)活性値を用いて追跡

し、合宿期における血漿CK活性値は追跡期間

中戸も高い値を示し、reduced trainingによる

疲労回復を図るとその値はほぼ半減したと報告

している。また、試合調整期においては、re-

duced trainingによる約一週間のピーキング

により、血漿CK活性値は漸減傾向を示し、試

合前日には追跡期間中黒も低い値を示したと報

告している。これらの結果について三宅らは、

血漿CK活性値の活用は、①オーバートレーニ

ングのための制御機能を持っている。②ピーキ

ングの一つの有効な指標であると述べてい

る21)。さらに、三宅ら23・24)は、球技選手を対

象に、合宿調整期および試合前日のコンディ

ションを血漿CK活性値(身体的指標)、ボム

ステスト(Profile of Mood States;POMS，

精神的指標)を用いて心身両面から追跡し、合

宿調整期から試合前日にかけてのコンディショ

ニングにおいて、心身ともに同じ動向を示した

選手、異なった動向を示した選手、あるいはほ

とんど変化の見られなかった選手が観察された

ことを報告しており、それぞれが行ったコン

ディショニングについて評価をしている。これ

らの研究は、客観的指標を用いたコンディショ

ンの把握、ならびにコンディショニングの評価

の有効性を指摘している。

 しかしながら、これらの研究は限られた競技

種目(陸上競技中長距離水泳，球技等)でし

か報告されておらず1・11・31)、格闘技(レスリン

グ)などを対象とした研究はわれわれが知る限

りでは報告されていない。レスリング競技は、

身体と身体が直接ぶつかり合う「コンタクトス

ポーツ」であり、崩し、タックル、投げ、かぶ

り、落としなど数多くの技(technique and

skill)を有する競技である。また、階級別競技

であるため「減量」を必要とする場合があると

いう特異的な特徴を持っている。これらの競技

特性から、レスリング競技にはweight train-

ingによる筋力強化、技の研究や反復トレーニ

ングによる知識と経験が要求され、試合調整期

においては減量を考慮したコンディショニング

を行うことが重要であると考えられる。した

がって、もしこれらのことを実施する際に選手

らが自分のコンディションをよく把握していな
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かった場合、怪我やコンディショニングの失敗

を招く危険性があることは明らかであり、コン

ディションを正確に把握することはレスリング

競技選手にとっても非常に重要なことである。

 そこで本研究は本学レスリング部男子を対象

に、主観的疲労度、血漿CK活性値、 POMS

テストなどの客観的な指標を用いて合宿期、通

常期および試合調整期におけるコンディション

を評価することを目的として行った。また、コ

ンディショニングの評価が、減量の有無、基礎

体力の違いによって異なるのかどうかについて

も比較検討した。

2. 研究方法

2. 1被験者

 被験者には、測定の趣旨・項目をあらかじめ

説明し、実験への参加の同意を得た東亜大学レ

スリング部男子11名(年齢:18. 7±0. 9歳，身

長:172. 0±5. 5cm，体重:72. 2±13. 2kg，競技

歴:4年2ケ月±1年11ケ月)を用い、彼ら

はいずれも第40回西日本大学レスリング選手

権大会(2001年7月5～7日、大阪府下市立

金岡総合運動公園体育館於)に出場した選手で

あった。被験者の中で1年生は6名(身長:17

4. 3±3. 8cm、体重:76. 3±14. 4kg)および2・

3年生は5名(身長:169. 2±6. 2cm、体重:

67. 8±10. Okg)であり、減量を行った選手は3

名(減量群、身長:166. 2±5. 7cm、体重:62. 0

±5. 3kg)および行わなかった選手は8名(非

減量群、身長:172. 7±5. 6cm、体重:76. 3±

12. 7kg)であった。なお、本研究において1年

生と2・3年生に分類したのは、1年生が今回

の合宿期から初めてチームに合流したため、

2・3年生の基礎体力に差異が生じていること

が考えられるためであった。

2. 2 測定プロトコール

 測定は、合宿期、通常期および試合調整期の

期間に分けて3回行った。合宿期(期間:3月

14日～25日、測定日:16日)は、「新入生合

宿」という位置付けで1年生が初めてチームに

合流した合宿であり、トレーニング量の多い場

合として用いた。通常期(測定日:6月9日)

は、普段通りの生活ならびにトレーニングを

行った期間であり、主に合宿期および試合調整

期と比較するためのコントロール期として用い

た。試合調整期(期間:7月5日の4日前、測

定日:1日)は、試合に向けてのreduced

trainingによるピーキング期であり、コン

ディショニングの良否について評価するたあに

用いた。

 被験者は、実験室到着後、体重と体脂肪率を

測定(㈱TANITA社製BODY FAT ANALY-
ZER TB:F-410)し、続いて測定当日の主観的

疲労度をアンケート方式で調査した。その後、

耳朶をランセットで穿刺し、血液をヘパリンヘ

マトクリット毛細管に50～60μ4採血した。

また、POMSテストを採血前後に行った。

2. 3 測定項目

2. 3. 1主観的疲労度

 主観的疲労度は、新畑ら10)が作成したもの

を用いて測定した。この測定法は、疲労度を9

段階(1:疲れていない、3:あまり疲れていな

い、5:少し疲れている、7:かなり疲れてい

る、9:非常に疲れている)に分け、被験者本

人が自覚的に感じる心身両面の疲労度が9段階

のどの段階に相当しているのかを調査するもの

である。

2. 3. 2血漿CK活性値

 血漿CK活性値は、遠心分離後に乾式臨床化

学自動分析装置(㈱ARKRAY:FACTORY丁
田 SPOTCHEM SP-4420，基準値:50～244

1U/L)を用いて測定した。

2. 3. 3POMSテスト

 採血前後に市販のPOMSテスト調査用紙の

65項目を用いて調査を行い、緊張(Tension)、

抑うっ(Depressioh)、怒り (Anger)、活動

(Vigor)、疲労(Fatigue)および情緒混乱

(Confusion)の6因子のT一スコアを算出し、

POMSプロフィルを作成した。

2. 3. 4トレーニングプログラム

 本研究で調査したトレーニングプログラム
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は、合宿期は測定日の3日前から、通常期は測

定日の1週間以上前から、そして試合調整期は

測定日の4日前から行われたものであった。ま

た、各期間におけるいずれのプログラムも監督

や選手によって計画されたものであり、試合調

整期のそれはreduced trainingを考慮したも

のであった。

2. 4統計

 統計量は平均値±標準偏差(mean±SD)で

示し、統計解析には「Microsoft社製EXCE:L

2000(アドインソフトStatcel)」および「統

計JSTAT」を用いて各期間におけるそれぞれ

の指標(主観的疲労度、血漿CK活性値、

POMS、体重、体脂肪率)の変動を重複測定

の一元配置分散分析し、有意差が認められた項

目についてScheffeの多重比較(Scheffe's F)

を行い、各期間の比較を行った。また、群

間の比較には重複測定の二元配置分散分析を

用い、いずれも有意水準を5％未満に設定し
た。

3. 結果

3. 1主観的疲労度

 被験者11名の各期間における主観的疲労度

は(図1)、通常期の値が他の期間と比較して

高い傾向にあったが有意差は認められず、各期

間とも「少し疲れている」レヴェルの疲労度で

あった。また、個人では、試合調整期において
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「疲労度7」という比較的高い値を示した選手

が2名見られた(被験者H. T〈1年〉，被験者

K. N〈3年〉)。

 1年生と2・3年生の主観的疲労度を比較し

た場合、それぞれ、合宿期が1年生5. 3±1. 9・

2・3年生4. 2±1. 5、通常期が6. 5±1. 0・5. 4

±1. 7、および試合調整期が4. 7±1. 5・5. 2±1. 1

であり、各期間および二二の間には有意差は認

あられず、全体と相似した傾向であった。

3. 2 血漿CK活性値

 血漿CK活性値は(図2)、各期間とも基準

値(50～2441U/L)上限を大幅に上回り、特

に合宿期は基準値上限の約6. 7倍の値で他の

期間と比較して有意に高い値であった(p

＜0. 01)。試合調整期は、合宿期と比較して有

意な減少が認められたものの、通常期からは認

められず、基準値上限の約1. 6倍の値であっ

た。また、個人では、合宿期において3，0001U

/Lを越えた選手が2名見られた(被験者0. K

〈1年〉:3，6301U/:L，被験者T. D〈1年〉:

3，1021U/:L)。なお、各期間において基準値内

であった選手は、合宿期では0名、通常期1名

および試合調整期3名であった。
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図2 血漿CK活性値の変動。

 ＊＊p＜0. 01は合宿期との比較

   合宿期    通常期

図1 主観的疲労度の変動。

試合調整期

 1年生と2・3年生の血漿CK活性値を比較

した場合(図3)、1年生は、合宿期の値が他

の期間と比較して有意に高く(p＜0. 01)、2・

3年生の値と比較しても有意に高かった(p〈
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0. 01)。しかし、通常期、試合調整期と徐々に

減少し、試合調整期には2・3年生とほぼ同じ

値まで減少した。一方、2・3年生は、試合調

整期において若干の減少が見られたが有意差は

認められず、基準値上限の約1. 6倍の値であ

り、他の期間においても5001U/L前後の値で

ほとんど変化は見られなかった。
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試合調整期までに3. 6±0. 7kg減量した(p＜

0. 01)。一方、非減量群は、体重の変動が各期

間を通して1kg未満であり有意差は認められ

なかった。
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図3 1年生および2・3年生の血漿CK活性
  値の変動。

＊＊ 吹モO. 01は合宿期，＄＄p〈0. 01は1年生と

2・3年生の比較

3. 3 体重

 合宿期の値を「0」として、減量群と非減量

群の体重の変動を図4に示した。減量群は、各

期間を通して有意に低下を続け(合宿期・通常
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3. 4 体脂肪率

 被験者11名の体脂肪率は、合宿期が13. 8±

5. 5％、通常期が13. 0±4. 9％、および試合調整

期が12. 5±5. 1％で、各期間を通して低下を続

け、合宿期と試合調整期の間には有意差が認め

られた(p＜0. 01)。

 合宿期の値を「0」として、減量群と非減量

群の体脂肪率の変動を図5に示した。減量群

は、各期間を通して低下を続け、合宿期から試

合調整期にかけて1. 6±0. 6％有意に低下した

(p＜0. 05)。一方、非減量群は、有意差は認め

られなかったものの減量群と同様に各期間を通

して低下を続け、試合調整期までに1. 1±1. 6％

低下した。
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 ＃p〈0. 05は通常期との比較
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図5 合宿期の値を0とした、減量群

  および非減量群の体脂肪率の変動。

  ＊p＜0. 05は合宿期との比較

3. 5 POMSテスト

 被験者11名の各期間におけるPOMSテスト

6因子の平均値を ‘理想'の状態(氷山型)と

ともに図6に示した。また、6因子の平均値そ

れぞれの動向を図7に示した。各期間を比較す

ると、「活動」因子において合宿期と通常期の

間に有意差が認められただけで(p＜0. 05)、い
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ずれの期間も顕著な差はなく、「活動」因子を

除いた「緊張」、「抑うつ」、「怒り」、「疲労」お

よび「情緒混乱」の5因子がそれぞれ理想に近

い値を示し、「活動」因子だけが大きく低値を
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示す傾向が見られた。また、個人では、試合調

整期において主観的疲労度が7であった2名

(被験者H. T、被験者K. N)の試合調整期で

のPOMSプロフィルを見ると(図8)、被験者

H. Tは、「活動」因子が理想から大きく落ち込

み、他の因子は理想より大きく高い値で鏡像型

を示し、被験者K. Nは「活動」因子が極端に

落ち込んで、他の因子は比較的理想に近い値を

示した。さらに、合宿期において非常に高い血

漿CK活性値を示した2名(被験者0. K、被

験者T. D)の合宿期でのPOMSプロフィルは

(図9)、両選手とも「疲労」因子が理想より大

幅に高い値を示した。
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図8 被験者H. TならびにK. Nの試合調整期に

   おけるPOMSプロフィル。

 被験者H. TとK. Nの試合調整期における主観

 的疲労度はいずれも疲労度7であった
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図9被験者0. KならびにT. Dの合宿期に

  おけるPOMSプロフィル。

 被験者0. KとT. Dの合宿期における血漿CK
 活性値はそれぞれ3，6301U/L，3，1021U/しで

 あった

3. 6 トレーニングプログラム

 本研究におけるトレーニングプログラムは、

各期間とも早朝と午後の二部練習を行ってお

り、早朝は走トレーニング(中長距離走、ダッ

シュ、補強等)、午後は実技トレーニング

(マット運動、スタンド、グランドの攻防・研

究、スパーリング等)が中心のメニューであっ

た。各期間の一日の合計トレーニング時間は、

合宿期が約4時間30分、通常期が約3時間30

分、および試合調整期が約2時間30分であり、

合宿期と通常期においては、それぞれのトレー

ニング後に自主的にweight trainingを行っ

た。早朝と午後のトレーニングの間の時間帯

(合宿期:約6時間、通常期・試合調整期:約

8時間30分)は基本的に通学の時間であった

が、合宿期においては大学が休暇中であったた

め自由時間であった。

4. 考察

 血漿CK活性は、脳、心筋、平滑筋および骨

格筋に存在する酵素で、そのほとんどが骨格筋

に存在し、エネルギー代謝をする過程で非常に

重要な反応を可逆的に触媒している6・16・30)。基

準値を超えると筋肉痛や運動障害などを引き起

こし、コンタクトスポーツなどでは打撲による

筋損傷の可能性が考えられるため29)、運動パフ

ォーマンスの低下が懸念される。したがって、

この血漿CK活性値は、元来臨床医学などで使

われていたが、最近ではスポーツ医科学などに

おいてオーバートレーニングやコンディショニ

ングの指標として使われている1・3'5'7'10～18'20～

28・30・31)。先行研究によれば、トレーニング量の

多い合宿期において有意に上昇し3・lo～12・15)、 re-

duced trainingによって有意に減少したと報

告されており12・14・15・26・27・31)、これらの報告は、

血漿CK活性値とトレーニング量の比例関係を

示唆するものと思われる。

 本研究における血漿CK活性値は、合宿期が

基準値上限の約6. 7倍の値で他の期間と比較し

て有意に高く、通常期、試合調整期と漸減傾向

を示した(図2)。今回の合宿期における血漿

CK活性値の有意な上昇は、先行研究3・lo～

12～15)と一致し、トレーニングの量が普段より

増加したことによって生じたと考えられる。血

漿CK活性値を1年生と2・3年生で比較する

と(図3)、1年生は、合宿期が他の期間と比

べて有意に高かったのに対し、2・3年生は、

他の期間と比べて有意差は認められず、1年忌

の動向と有意に異なっていた。このような結果

は、1年生の中に合宿期から初めてレスリング

競技を行った者や、合宿期以前のトレーニング

が量、質ともに低かった者がいたため、合宿期

においてトレーニングの量、質が急増し、血漿

CK活性値が有意に上昇したと考えられる。一

方、2・3年生は、合宿期においてトレーニン

グの量は増加したものの質的にはほとんど変化

がなく、今回の合宿期におけるトレーニング量

の増大程度(約1時間)では血漿CK活性値を

上昇させるまでの負荷に至らなかったと考えら

れる。これらのことから、合宿期のトレーニン

グ・プログラムを計画する際は、それ以前のト

レーニング状態をしっかり把握することが重要

であると言える。

 一方、3期二二最も低い血漿CK活性値を示

した試合調整期では、通常期との間に有意差は

認められず、基準値上限の約1. 6倍の値であっ

た。このような結果は、依然軽い疲労が蓄積さ
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れていることを示唆するものであり、今回実施

されたreduced trainingにおけるトレーニン

グ量の削減程度では疲労は完全に除去されない

ことを示唆するものと思われる。

 主観的疲労度は、トレーニング量の多い合宿

期において比較的高い値を示し3・10・11・21)、ト

レーニング量の少ない試合調整期において低い

値を示すと報告されている5・14・22～24・26・28)。し

かしながら、本研究における主観的疲労度は、

各期間の間に有意差は認められず、いずれの期

間も「少し疲れている」レヴェルの疲労度で

あった(図1)。また、この傾向は、1年生と

2・3年生においても同様であった。このよう

な結果は、確かではないが、POMSフ。ロフィ

ルの「疲労」因子が各期間の問に有意差は認

められず(図7)、主観的疲労度と同じ傾向で

あったことから、精神的疲労度に依存している

ことが考えられる。つまり、主観的疲労度は、

心身両面の疲労度を示す場合、精神的疲労度

に強い影響を受けるのではないかと考えられ

る。

 本研究における試合調整期のトレーニングプ

ログラムは、reduced trainingによるコンディ

ショニング(ピーキング)を実施する目的で計

画されたものであった。先行研究によると、

reduced trainingによって、主観的疲労度は

低い値を示し5・14・22～24・26・28礼血漿CK活性値は

有意に減少し12・14・15・21・23・24・26・27・31)、POMSプ

ロフィルは「氷山型」を示したと報告1・5・31)さ

れている。しかしながら、試合調整期の主観的

疲労度は、他の期間と比較しても有意差は認め

られず(図1)、血漿CK活性値においても、

通常期と比較して有意な差は認められなかった

(図2)。そして、POMSプロフィルにおいて

も「活動」因子は依然低いままの状態で「氷山

型」は見られなかった(図6)。これらの結果

は、今回の試合前日のコンディションが心身と

もにあまり良好でなかったことを示唆するもの

であり、今回の試合調整期におけるトレーニン

グプログラムは再検討する必要性があるものと

思われる。

 各期間における主観的疲労度と血漿CK活性

値の結果から、レスリング部員全体的に慢性的

な疲労状態に陥っていることが考えられる。さ

らにPOMSプロフィルが各期間比較しても顕

著な差がなく、いずれも「活動」因子だけが低

いことから、活動性(活発性、行動力、向上

心、やる気等)が低い傾向にあることが考えら

れる。これらのことは、トレーニング量を削減

することの必要性を示唆するものであり、試合

調整期だけでなく他の期間においてもトレーニ

ングプログラムを再検討する必要性があるもの

と思われる。

 合宿期において血漿CK活性値が3，0001U/

:Lを越えていた2選手(被験者0. K:3，630

1U/L、被験者T. D:3，1021U/L)の合宿期で

の主観的疲労度は、両選手とも疲労度7で全部

平中最高値であり、POMSプロフィルは、両

選手とも「疲労」因子が大幅に高い値であった

(図9)。これらのことは、両選手とも心身とも

にかなり高い疲労状態であることを示唆するも

のであり、このような場合、速やかにトレーニ

ングを減少させることが必要であると思われ

る。

 試合調整期において主観的疲労度が7であっ

た2以下(被験者H. T、被験者K. N)の試合

調整期でのPOMSプロフィルは、被験者H. T

が明らかに理想像に程遠い「鏡像型」を示し、

被験者K. Nは「活動」因子が極端に低い状態

であった(図8)。しかし、血漿CK活性値は、

両選手とも基準値内であり(2371U/:L，2431

U/L)、身体的な疲労度は低かったことを示唆

するものであった。これらのことから、高い主

観的疲労度を示した原因は、主に精神的コン

ディションの不良によるものであることが考え

られ、今回のコンディショニングでは、この2

選手に対して特に精神的ケア(mental train-

ing)を行う必要性があったものと思われる。

例えば、血漿CK活性値の値を提示し、身体の

疲労度を説明することによって主観的な疲労度

を軽減させることができると考えられる。

 この2選手のように、主観的なコンディショ

ンに不良を感じた場合、客観的指標を用いるこ

とによってその傾向を把握することができ、そ
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の対応やコンディショニングを適切に行えるも

のと思われる。しかし、試合調整期において今

回のように試合前日のみの測定では、もし不良

なコンディションが観察された場合、それに対

応する時間が少なく、対応しきれないまま試合

に臨むことになるたあ好ましくない。試合調整

期において適切なコンディショニングを行うた

めには、コンディショニングを行う前や、その

途中のコンディションを継続的に追跡していく

ことが必要である。

 減量とは、試合当日にあわせて正常体重に減

少させて行き、自分の平常体重よりも1～2階

級下の階級へ出場し、体力的に有利な状態で試

合に臨むことである8)。そのために選手らは、

脱水と食事制限を行うが、一般的にはこれらを

短期間で極端に行う「短期急速減量」が主流と

なっている。この短期急速減量は、筋痙攣、貧

血、風邪など身体に悪影響を与え、筋力や持久

力の低下を招くなどの危険性を持ち合わせてい

る9)。そのため、実施する際には十分にコン

ディションを把握し、管理することが重要であ

る。今回、減量群の体重は、合宿期から試合調

整期にかけて有意に低下し、体脂肪率において

も有意に低下した(図4、5)。しかしながら、

試合調整期に測定した体重は、減量群いずれも

自分の階級値より約1～2kgオーバーしてい

る値であった(M. Y:試合調整期64. 1kg〈階

級63kg＞、 H. D:56. 3kg〈54kg＞、 K. N:55kg

〈54kg＞)。そのため減量群は、試合調整期測

定後から追い込んだ減量(短期急速減量)を行

い、試合計量時までに全員階級値まで体重を減

少させた。このようなわずか一日足らずでの1

～2kgの減量は、ほとんどが身体の水分の消

失(脱水)によるものである。Poulの報告19)

によれば、身体の水分が体重の約4～6％失わ

れると生理的機能に支障をきたすとしており、

今回の場合、特に試合調整期測定後からの短期

急速減量が大きく影響し、試合調整期測定後か

らのコンディションは悪化している可能性が十

分に考えられる。したがって、今回のように試

合前日のみの測定では、減量を行った場合のコ

ンディションとして位置付けすることは困難で

あり、正しく調査をするためには、試合前日だ

けでなく試合直前にも調査を行うことが必要で

ある。今回、試合直前の調査を行っていないこ

とも含めて、減量を行った選手が11名中3名

であったことから、減量を行った場合の特徴と

して捕えるには不十分な内容であった。今後の

追跡で実験プロトコールを改定し、データ数を

増やして行くことが必要である。

5.  まとめ

 本研究は、先行研究による客観的なコンディ

ションの把握、ならびにコンディショニングの

評価が格闘技であるレスリング競技においても

有効かどうかを検討する目的で、東亜大学レス

リング部男子11名を対象に、合宿期、通常期

および試合調整期におけるコンディションを、

主観的疲労度、血漿CK活性値およびPOMS
テストを用いて心身両面から評価した。また、

コンディショニングの評価が、減量の有無、基

礎体力の違いによって異なるのかどうかについ

ても比較検討した。得られた結果は以下のとお

りである。

(1)合宿期における血漿CK活性値は、基準値

  上限の約6. 7倍の値で他の期間と比較して

  有意に高い値であった(p＜0. 01)。合宿;期

  の血漿CK活性値を1年生と2・3年生で

  比較すると、1年生は他の期間と比較して

  有意に高かったのに対し(p＜0. 01)、2・

  3年号は有意差が認められず、他の期間と

  ほとんど変わらない値であった。

②試合調整期における血漿CK活性値は、合

  宿期と比較して有意な減少が認められたも

  のの通常期からは認められず、基準値上限

  の約1. 6倍の値であった。1年生と2・3

  年生で比較すると、1年生は被験者全体と

  同じ傾向を示し、2・3年生とほとんど変

  わらない値まで減少した。一方、2・3年

  生は通常期から若干の減少傾向を示したが

  有意差は認められなかった。

(3)各期間のPOMSプロフィルを比較すると、

  「活動」因子において合宿期と通常期の間
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  に有意差が認められただけで(p＜0. 05)、

  いずれの期間も顕著な差は見られず、「活

  動」因子を除いた5因子が(緊張、抑う

  つ、怒り、疲労、情緒混乱)それぞれ理想

  に近い値を示し、「活動」因子だけが大き

  く低値を示す傾向であった。

(4)主観的疲労度は、各期間を比較しても有意

  差は認あられず、いずれも「少し疲れてい

  る」レヴェルの疲労度であった。この傾向

  は、1年生と2・3年生においても同様で

  あった。また、POMSプロフィルの「疲

  労」因子が同じ傾向を示した。

(5)減量群の体重は、各期間を通して有意に低

  下を続け、試合調整期までに3. 6±0. 7kg

  減量した。しかしながら、試合調整期に測

  回した体重は、いずれも選手の階級値より

  約1～2kgオーバーしている値であった。

  そのたあ、減量群は試合調整期測定後から

  追い込んだ減量(短期急速減量)を行い、

  全員階級値をクリアした。

 (1)～(4)の結果から、被験者全体的に慢性的

な疲労状態に陥っていることが考えられ、いず

れの期間においてもトレーニング量を削減する

必要性があることが示唆された。また、合宿期

における1年生と2・3年生の血漿CK活性値

の動向から、合宿期のトレーニング・プログラ

ムを計画する際は、それ以前のトレーニング状

態をしっかり把握することが重要であると考え

られた。(5)の結果から、試合調整期測定後か

らQ短期急速減量によるコンディションの悪化

が懸念され、試合直前にも調査を行う必要性が

あることが示唆された。
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   Several predictors， such as POMS (profile of mood States)， CK (creatine kinase) activity， and RPF

(rating of perceived exhaustion) have been employed for the competitive athletes to evaluate the physical

and mental conditionings before competitions as well as during the ttaining seasons.  However， those predic-

tors have not been applied for the varsity wrestlers. 

   The focus of this study was to evaluate the physical and mental conditionings'of the varsity wrestlers'

during heavy training season， during normal trained season， and immediately before competitions with sev-

eral predictors.  Eleven male varsity wrestlers voluntarily participated in this study.  The average age， body

height， and body weight of the subjects were 18. 7±O. 9yrs， 172. 0±5. 5cm， 72. 2±13. 2kg.  Three investigations

were performed during heavy training season， normal training season， and immediately before competitions. 

   The average values of CK activity observed in each investigation were sigriificantly higher than the

upper level of the established criterion (244 IU/L).  The average value of the CK activity during heavy train-

ing season was particularly higher than that obtained in the other seasons.  ln freshmen's group， the average

value of the CK activity obtained during heavy training season was significantly higher than that investi-

gated in the other seasons.  On the other hand， the average CK activity of upperclassmen did not alter sigriifi-

cantly in a11 seasons.  These results suggested that an increase in the average CK activity of the freshmen

caused an increase in the CK activity of whole subjects.  The avetage value of the CK activity of whole sub-

jects did not decrease until upper level of the estab！ished criterion even before'the competition， meaning that'

most of these varsity wrestlers were chronically in a fatigued condition.  lt is necessary to re-establish the an-

nual training program for these varsity wrestlers.  An abrupt increase in the training volume and quality

would cause an increase in CK activity， so that the previous training status must be considered carefully to

establish the new training program for these varsity wrestlers. 
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